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住宅着工戸数(2020 年７月) 
～６月から増加に転じるも依然として低水準、今後も厳しい状況が続く見通し～ 
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○７月の住宅着工戸数は季節調整値（年率換算）で 82.8万戸と６月から増加、80万戸台へ回復 

国土交通省より発表された７月の新設住宅着工戸数は前年比▲11.4％（コンセンサス：同▲

12.5％、レンジ：▲17.2％～▲9.9％）、季節調整値（年率換算）では 82.8万戸（コンセンサス：

80.5万戸、レンジ：75.1万戸～81.7万戸）と、コンセンサスを上回る結果となった。 

利用関係別に季節調整値をみると、持家が前月比＋0.5％（６月：25.4万戸→７月：25.5万戸）、

貸家が同＋8.2％（６月：29.8万戸→７月：32.2万戸）、分譲住宅が同＋5.8％（６月：23.1万戸→７

月：24.4万戸）と増加し、全体では同＋4.8％の増加となった。 

７月の新設住宅着工戸数は季節調整値（年率換算）で 80万戸台に回復した。とはいえ、前年比▲

10％以上のマイナスは続いており、低水準での推移が続いている。足下の新設住宅を取り巻く環境は

厳しい状況が続いており、先行きも低調な推移が続く可能性は高い。 

 

○新設住宅着工戸数は８月以降も低調な推移が続く見込み 

 ７月の新設住宅着工戸数は６月から前月比で増加も低水準での推移が続いた。足下で景気は持ち直

しつつあるものの、新設住宅着工を取り巻く環境は依然として厳しいものとなっている。 

持家については、６月から小幅に増加したが、前年比▲11.4％と低調な動きが続いている。住宅メ

ーカー各社の持家の受注動向をみると、４月、５月の大幅な減少を底に持ち直しに転じているが、７

月も前年比▲10％程度のマイナスとなるなど、前年比での大幅な減少は続いている。雇用・所得環境

の悪化など、厳しい状況は続く見通しで、今後も低水準での推移が続くと予想する。 

(単位：万戸）
新設住宅着工戸数 持家 貸家 分譲
（季年率） 前年比 （季年率） 前年比 （季年率） 前年比 （季年率） 前年比

％ ％ ％ ％
2019年 7月 90.8 ▲ 4.1 28.8 3.3 34.4 ▲ 15.2 26.8 5.1

8月 90.8 ▲ 7.1 28.4 ▲ 1.6 34.3 ▲ 17.5 27.9 5.6
9月 90.3 ▲ 4.9 27.6 ▲ 3.5 33.3 ▲ 16.8 28.9 14.1

10月 89.5 ▲ 7.4 28.0 ▲ 5.6 32.9 ▲ 16.5 28.3 7.0
11月 84.8 ▲ 12.7 27.2 ▲ 7.3 32.6 ▲ 17.5 24.7 ▲ 10.3
12月 85.2 ▲ 7.9 26.7 ▲ 8.7 32.4 ▲ 10.3 25.2 ▲ 5.1

2020年 1月 81.3 ▲ 10.1 25.3 ▲ 13.8 32.8 ▲ 2.5 22.9 ▲ 14.6
2月 87.1 ▲ 12.3 27.8 ▲ 11.1 32.9 ▲ 18.9 25.8 ▲ 3.9
3月 90.5 ▲ 7.6 29.7 ▲ 0.3 33.9 ▲ 6.6 26.2 ▲ 16.1
4月 79.7 ▲ 12.9 24.9 ▲ 17.4 29.0 ▲ 15.4 25.0 ▲ 3.6
5月 80.7 ▲ 12.3 24.2 ▲ 20.7 32.4 ▲ 8.1 23.7 ▲ 7.6
6月 79.0 ▲ 12.8 25.4 ▲ 16.7 29.8 ▲ 13.0 23.1 ▲ 7.7
7月 82.8 ▲ 11.4 25.5 ▲ 13.6 32.2 ▲ 8.9 24.4 ▲ 11.8

（出所）国土交通省「建築着工統計」
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貸家については６月から増加に転じ、前月の減少分を取り戻した。とはいえ、今後の順調な持ち直

しは見込めないだろう。金融機関の融資スタンスの慎重化が続いていることや消費者心理の低迷など

から、先行きも低調に推移する可能性が高い。 

分譲住宅については、６月から増加に転じたが前年比▲11.8％と前年比でのマイナスが続いてい

る。消費者心理の低迷や雇用・所得環境が悪化する中、分譲住宅を取り巻く環境も厳しい状況が続く

とみられる。 

７月の新設住宅着工戸数は前月比で増加に転じたが、今回の結果を持って持ち直しに転じたとは判

断できないだろう。雇用・所得環境の悪化が続く見込みであることや新型コロナウイルス感染拡大に

よる先行き不透明感など、新設住宅着工を取り巻く環境は厳しいものとなっている。８月以降も低調

な推移が続くと予想する。 
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※実線は３か月後方移動平均
(出所)国土交通省「建築着工統計」
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(出所)国土交通省「建築着工統計」

新設住宅着工戸数の推移（季節調整済年率換算値、万戸）


